
看護連携シート使用について 

この看護連携シートは、看護師職能Ⅰ･Ⅱ両施設共通のものである。使用の際の注意事項を以下に記す。 

1. 記載は、手書きでも直接入力でもどちらでも可 

2. 施設独自の看護連携シート（看護サマリー）の情報が不足している部分について記載し添付するとい

う使用も可 

※ 施設独自の看護連携シートは、２枚目以降の「障害・社会資源の活用・予測される問題」「日常

生活に関して」の情報が不足しているケースが多いのでその部分を補填する 

3. 食事の経管栄養等のメニューや胃ろうの交換時期等はその下段の備考欄に記載する 

4. 食事の学会分類について 

学会分類 2013 （食事）早見表 

 

本表は学会分類 2013（食事）の早見表です。 

本表を使用するにあたっては必ず「嚥下調整食分類 2013」の本文をお読みください。 

なお、本表中の【 】表示は、学会分類 2013 本文中の該当箇所を指します。 

上記 0t の「中間のとろみ・濃いとろみ」については、学会分類 2013（とろみ）を参照ください。 

本表に該当する食事において、汁物を含む水分には原則とろみをつける。【I-9 項】 

ただし、個別に水分の嚥下評価を行ってとろみ付けが不要と判断された場合には、その原則は解除できる。 

他の分類との対応については、学会分類 2013 との整合性や相互の対応が完全に一致するわけではない。【I-7

項】 

http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html
http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html
https://healthy-food-navi.jp/?post_type=search&p=75#bunrui1

